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この論文は非線形素子を有する共振回路の定常特性および過渡特性に関する研究の成果で 3 部 8 章から
成っている。
第 1 部は緒論で 2 章から成り，第 1 章において非線形回路の重要性と特異性について論じ，第 2 章にお
いて在来の研究と著者の研究との関連を述べ著者の研究の意義を明かにした。
第 2 部は非線形共娠回路の定常特牲について研究したもので 3 章から成っている。
第 1 章は直列および並列共振回路において容量，インダクタンスのいずれか一方，または双方が非線形




























速度平面法と E 関数法とを比較検討した上，著者の問題に対しては連立位相平面における E 関数法の使
用が最も適切であることを認め，この方法によって，まず一次側と二次側にそれぞれ非線形容量を有する誘
導結合回路の一方に直流電圧を加えた場合の特性を解明し，ついで一次側および二次側にさらに非線形イ
ンダクタンスを附加した場合の特性を解明した。その結果，いずれの場合にも一次側非線形容量の端子に
は印加電圧より遥かに大きい高電圧が発生するのに対し，二次側非線形容量の端子電圧は印加電圧にも達
しないこと，一次側非線形インダクタンスの存在は自由振動周期を長くすること，二次側非線形インダク
タンスの存在は二次回路の電荷，電流の変化を小さくすることなどを明らかにした。
上記のように著者は適切な方法を選んで非線形共振回路の特性について周密な研究を行い多くの新事実
を発見した。中でも多重安定現象および残留跳躍現象の発見は特筆すべき業績で制御系への新しい利用が
期待される。また著者の取り扱った回路の中には誘電増幅器，半導体パラメータ増幅器などの基本回路が
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含まれているので著者の研究は，この種の増幅器の改善にも寄与している。著者の研究の重心は非線形容
量素子の挙動に向けられているが，近年，強誘電材料の開発と半導体障壁容量の利用により非線容量素子
の重要性がますます高くなっているので著者の研究の価値は極めて大きい。このように著者の研究は通信
工学および乙れに関連のある分野の進展に貢献すると乙ろが大きいので，この論文は博士論文として価値
があるものと 3忍める。
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